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医療費控除
支払った医療費が高額であった場合は、
確定申告をすることで一定の金額の所得控除を
受けることができます。

「治療」に関する費用は医療費控除ができる
　医療費控除とは、その年の１月１日～12月31日までの間に支
払った医療費が10万円を超えた場合に、超えた額を確定申告
することで、最高２００万円まで所得控除を受けられる制度です。
これは申告した金額がそのまま返ってくるわけではなく、控除を受
けることで所得が減るため、払い過ぎていた所得税が還付され
たり、翌年の住民税が減額されるというものです。
　医療費は本人の分だけでなく、共働きなどにかかわらず生計
が一緒の配偶者や親族の医療費も合算して申告することができ
ます。

平成29年分からは確定申告で領収書不要に
　これまで、医療費控除を受ける場合には確定申告書と併せて
医療費の支出を証明する領収書（レシート）を添付する必要が
ありました。しかし、平成29年分の確定申告からは、領収書の代
わりに申告者本人が様式に沿って作成した「医療費控除の明
細書」、もしくは健康保険組合等の発行する医療費通知の原本
を添付して申告することとなります。
　その際、領収書は提出せずに済みますが、税務署から提示を

求められたときのために手元に５年間は保管しておく必要があり
ます。医療費通知を利用する場合は領収書の保管は不要です
が、交通費など医療費通知に記載されないものや健康保険の
請求事務の都合で医療費通知に反映されていない分は明細
書を作成し、領収書を保管しておく必要があります。
　なお、平成31年分までは経過措置として従来の領収書の添
付による申告も受け付けてもらえます。

■医療費控除の計算イメージ
〈 実際に支払った医療費 〉

10万円

申告できない

●民間の医療保険から
受け取る給付

●高額療養費や出産育児一時金で
受け取った給付金などは除く

申告した金額を
所得から差し引いて
税金を計算。
所得税などの
税負担を軽くする
ことができる

医療費控除として
申告できる額

健康保険

「被扶養者資格確認届」ご提出のお願いについて
　被扶養者の資格確認は、厚生労働省通知により、被扶養者の
認定状況の確認を毎年実施することとされております。今年度
は、平成29年11月1日にご案内をさせていただきました。お手元に
「被扶養者確認届」が届いていると思われますので、裏面の注意
事項等をよくご覧頂き、必要に応じて添付書類を添えて事業所の
指定された期日までに提出いただきますようお願いします。

　平成29年12月20日が「被扶養者確認届」の提出期日でした
のでまだお手元にお持ちの方は至急ご提出お願いします。
　その他不明な点がございましたら、業務課（℡06-6942-3623）
までご連絡ください。
　なお、すでにお届けを当組合にご返送いただいた皆様方に
つきましては、ご協力誠にありがとうございました。

任意継続被保険者の皆様へ

　保険給付適正化の観点から、現在被扶養者として
認定している方の資格再確認を行います。
　被扶養者の人数は、75歳以上の後期高齢者医療
制度への支援金や、65歳以上の前期高齢者の医療
費調整における納付金の額を算出する基礎数値とな
る非常に重要な数字で、組合財政にも大きな影響を
与える数字です。平成29年度の支援金および納付
金は約22億87百万円（保険料収入の37％超）にも
なっており、健保組合から国に拠出しています。
　被保険者の一人当たりの拠出金額は、20万
7,091円にも達しており、被扶養者の適正な認定に
皆様方のご協力の程よろしくお願いします。

被扶養者を再確認
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迎
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よ
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は
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藤
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台
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録
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五
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6
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7
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に
F
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ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
ロ
シ
ア
大
会
が
開
催
さ

れ
ま
す
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年
後
に
迫
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東
京
五
輪
を
控
え
、
日
本
選
手
の

活
躍
と
新
た
な
ヒ
ー
ロ
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、
ヒ
ロ
イ
ン
の
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を
期
待
し
た
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も
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で
す
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一
方
、
社
会
保
障
の
分
野
で
は
、
2
0
2
5
年
に
向
け
て

高
齢
者
の
増
加
に
対
し
制
度
を
支
え
る
若
年
者
の
減
少
が

ま
す
ま
す
顕
著
に
な
る
こ
と
か
ら
、
国
民
皆
保
険
の
維
持
の

た
め
に
高
齢
者
医
療
制
度
の
構
造
改
革
は
喫
緊
の
課
題
で

す
。政
府
は
今
後
の
社
会
保
障
改
革
の
方
針
と
し
て
、
こ
れ

ま
で
の
高
齢
者
に
手
厚
い
構
造
か
ら
全
世
代
型
に
転
換
す

る
こ
と
を
掲
げ
て
い
ま
す
。健
保
組
合
と
し
て
は
、
国
に
よ

る
社
会
保
障
制
度
の
新
し
い
ビ
ジ
ョ
ン
を
期
待
し
つ
つ
、
現

役
世
代
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担
軽
減
の
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現
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に
、
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り
公
平
な
高
齢

者
医
療
の
負
担
構
造
の
改
革
を
訴
え
て
ま
い
り
ま
す
。

健
保
組
合
は
財
政
面
で
依
然
厳
し
い
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が
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い
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お
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す
が
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デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
計
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格

稼
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で
あ
る
第
2
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が
ス
タ
ー
ト
し
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す
。ま
た
、
生
活
習

慣
病
予
防
を
目
的
と
す
る
特
定
健
診
の
実
施
は
第
３
期
に

入
り
ま
す
。当
健
保
組
合
と
し
ま
し
て
は
、
こ
れ
ま
で
以
上

に
実
効
性
の
高
い
保
健
事
業
を
推
進
す
る
た
め
、
デ
ー
タ
ヘ

ル
ス
計
画
の
取
り
組
み
を
強
化
す
る
と
と
も
に
、
特
定
健

診
・
特
定
保
健
指
導
の
受
診
率
向
上
に
向
け
た
広
報
活
動

等
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
も
、
健
康
に
対
す
る
意
識
を
さ

ら
に
高
め
て
い
た
だ
き
、
保
健
事
業
を
ご
活
用
い
た
だ
き
な

が
ら
ご
自
身
の
健
康
を
守
っ
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
い

た
し
ま
す
。
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役員一同（アイウエオ順）本年もどうぞよろしく

理
事
長
　
沼
田

　亘

大
阪
府
建
築
健
康
保
険
組
合
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決　　議
　世界に誇るわが国の皆保険制度は、加速度的に進行する
超高齢化と継続する医療費の増加により、特に保険財政の
面から大きな危機に直面している。皆保険制度を支える、
われわれ健康保険組合も、増え続ける拠出金負担により財
政が圧迫され、その存続さえも脅かされている。
　健保連が行った将来推計では、2025年度には国民医療
費が現在の1.4倍、約58兆円まで増加し、特に高齢者医療
費はこれ以上の伸びを示すと見込まれる。現在、高齢者医
療費への拠出金が加入者に対する法定給付費を上回るとい
う非常に厳しい健康保険組合が多数ある中で、2025年度
には組合全体で拠出金割合が 50％を超える異常な事態が発
生する。また、この間に被保険者１人当たりの年間保険料
は約18万円も増加し、現役世代の負担は限界を超える水準
に達することは確実である。
　国民の生活基盤である皆保険制度を存続させるためには、
現役世代の負担を軽減する「高齢者医療費の負担構造改革」
が急務である。消費税率の引き上げなどにより必要な財源
を確保しつつ、少なくとも拠出金負担割合に 50％の上限を
設定し、上限を超える部分は国庫で負担するなどの具体策
を講じて、現役世代の負担に一定の歯止めをかけなければ
ならない。また、制度の持続性を高めるためには、あらゆ
る方策を通じて医療費全体の伸びを抑制することが不可欠
である。国に対しては、実効ある医療費適正化対策の断行
を強く求める。
　われわれ健康保険組合は、自主・自立の組織という特性
を生かして、事業主との連携のもと、加入者の実態に沿っ
たきめ細かい健康保持・増進、疾病予防などの保健事業を
推進するとともに、医療費適正化への積極的な取り組みな
ど優れた保険者機能を最大限発揮してきた。これからも、
皆保険制度の中核を担う保険者として制度を守りぬくため
の活動を、これまで以上の努力と使命感をもって粘り強く
行っていく所存である。
　将来にわたって国民が安心でき、公平性、納得性の高い
皆保険制度の実現に向けた抜本的改革の断行を求め、われ
われ健康保険組合は次の事項を組織の総意をもってここに
決議する。

一、拠出金負担に 50％の上限、
　　現役世代の負担に歯止めを
一、高齢者医療費の負担構造改革の早期実現
一、実効ある医療費適正化対策の確実な実施
一、生涯現役社会を目指し、
　　保健事業等の積極的な推進

平成29年11月28日

　迫る超高齢社会！　
　皆保険の存続へ改革断行‼
　―優れた保険者機能を発揮し、
　　我々が皆保険を守る

平成29年度健康保険組合全国大会

　
去
る
11
月
28
日
、
東
京
国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
お
い
て
、
全
国

１
４
０
０
の
健
保
組
合
の
役
職
員
ら
約
３
５
０
０
名
が
集
結
し

て
、「
平
成
29
年
度
健
康
保
険
組
合
全
国
大
会
」
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　
健
康
保
険
組
合
連
合
会
の
大
塚
陸
毅
会
長
は
「
支
え
る
側
で

あ
る
現
役
世
代
の
納
得
性
を
高
め
る
た
め
に
も
負
担
に
一
定
の

平
成
29
年
度
健
康
保
険
組
合
全
国
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

迫
る
超
高
齢
社
会
！

　

皆
保
険
の
存
続
へ
改
革
断
行
‼

︱
優
れ
た
保
険
者
機
能
を
発
揮
し
、
我
々
が
皆
保
険
を
守
る

歯
止
め
を
か
け
、
高
齢
者
に
も
応
分
の
負
担
を
し
て
も
ら
う
こ

と
が
必
要
だ
」
と
述
べ
、
高
齢
者
医
療
費
の
負
担
構
造
改
革
の

必
要
性
を
訴
え
ま
し
た
。

　
迫
る
超
高
齢
社
会
の
中
で
国
民
皆
保
険
の
存
続
の
た
め
に
改

革
を
求
め
る
決
議
は
、
満
場
一
致
で
採
択
さ
れ
、
出
席
者
は
皆

保
険
を
守
る
決
意
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

3



医療費の増加が続いていますが、2025年はどのようになっているのでしょうか。増加
する医療費をどのように支えていくかが問われています。

２０２５年の医療費

健保連の推計では、国内の医療費
の総額となる国民医療費は、2025
年には2015年の約1.4倍の57.8兆円
になるとされています。特に増加が
著しいのが75歳以上の後期高齢者
の医療費です。医療費の増加に伴い
保険料率の引き上げが必要となり、
健保組合の被保険者１人当たりの年
間保険料も約18万円増加します。
全国の健保組合のうち、保険料率
が協会けんぽを上回る380組合（全
体の27％）では、解散を検討せざ
るを得ない状況となると見られてい
ます。

2025年度の国民医療費は約58兆円に

増加する医療費を賄う方法について
尋ねたアンケート調査の結果によれ
ば、「医療機関等にかかったときの患者
の支払いを増やす」や「税金を引き上
げて国・地方自治体の負担金を増やす」
と答える人が多く、「保険料を引き上げ
る」と答えた人は少なくなっています。
自己負担・税金・保険料のどれを選
ぶにしても負担するのは国民自身で
す。負担増を最小限にとどめるために
も、これまで以上の医療費適正化の努
力に加えて、保険給付の範囲の見直し
などの医療費抑制策が必要になると見
られています。

増加する医療費をどう賄うか

（健康保険組合連合会「医療・医療保険制度に関する国民意識調査」より）

（健康保険組合連合会「2025年度に向けた国民医療費等の推計」より）

国民医療費と保険料負担の推計

健
康
保
険
組
合
連
合
会
は
「
２
０
２
５
年
度
に
向

け
た
国
民
医
療
費
等
の
推
計
」
を
発
表
し
ま
し
た
。

推
計
に
よ
れ
ば
、
国
民
医
療
費
は
高
齢
者
の
医
療
費

の
増
加
で
２
０
２
５
年
度
に
は
２
０
１
５
年
度
の

１
・
４
倍
の
57
・
８
兆
円
に
上
る
と
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
結
果
、
高
齢
者
医
療
へ
の
納
付
金
の
増
加

か
ら
保
険
料
率
を
引
き
上
げ
る
健
保
組
合
が
続
出

し
、
協
会
け
ん
ぽ
を
上
回
る
保
険
料
率
と
な
る
３
８

０
組
合
（
全
体
の
４
分
の
１
）
が
解
散
を
検
討
せ
ざ

る
を
得
な
く
な
る
と
し
て
い
ま
す
。

日
本
の
健
康
保
険
制
度
は
世
界
で
最
も
優
れ
た
制

度
と
い
わ
れ
ま
す
。
誰
で
も
い
つ
で
も
ど
こ
で
も
医

療
を
安
心
し
て
受
け
ら
れ
る
仕
組
み
と
し
て
、
世
界

で
も
有
数
の
長
寿
国
の
実
現
を
支
え
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
医
療
費
の
増
加
で
制
度
を
支
え
る
現
役
世

代
の
負
担
は
非
常
に
重
く
な
り
、
こ
の
ま
ま
で
は
国

民
皆
保
険
を
持
続
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
る
と

言
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
の
よ
う
な
状
況
下
で
早
急
に
考
え
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
の
は
、「
医
療
費
の
増
加
を
ど
の
よ
う
に
抑

制
す
る
か
」「
高
齢
者
の
医
療
費
の
負
担
を
誰
が
ど

う
支
え
る
か
」
の
２
点
で
す
。

で
き
る
だ
け
医
療
の
質
を
落
と
さ
ず
に
医
療
費
の

増
加
を
抑
制
す
る
た
め
に
は
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
無

駄
の
な
い
医
療
と
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
例
え
ば

健
康
保
険
が
使
え
る
医
療
の
範
囲
を
狭
め
る
方
向
で

保
険
給
付
を
見
直
す
、
薬
の
重
複
投
与
・
飲
み
残
し

を
減
ら
す
薬
局
で
の
服
薬
指
導
を
義
務
付
け
る
、
特

別
な
理
由
が
な
い
場
合
は
原
則
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬

品
を
使
用
す
る
な
ど
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
ど
れ
も
ま

だ
実
施
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
患
者
に
と
っ
て
負
担

に
な
る
こ
と
で
も
、
医
療
費
を
抑
制
し
て
制
度
全
体

を
支
え
る
た
め
に
必
要
な
も
の
で
あ
れ
ば
、
先
送
り

す
る
こ
と
な
く
実
施
す
べ
き
で
す
。

高
齢
者
医
療
費
の
負
担
構
造
に
つ
い
て
は
、〝
高

齢
者
＝
支
え
ら
れ
る
側
〞
と
い
う
意
識
を
変
え
、
健

康
で
働
く
意
欲
の
あ
る
人
に
は
積
極
的
に
制
度
を
支

え
る
側
に
加
わ
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
重
要
で
す
。
高

齢
に
な
っ
て
も
働
け
る
こ
と
は
、
単
に
働
き
手
を
増

や
す
と
い
う
意
味
だ
け
で
な
く
、
高
齢
に
な
っ
て
も

社
会
と
の
関
係
を
維
持
し
て
生
き
が
い
を
持
っ
て
暮

ら
せ
る
「
生
涯
現
役
社
会
」
に
つ
な
が
り
ま
す
。
年

齢
に
か
か
わ
ら
ず
制
度
を
支
え
る
た
め
の
応
分
の
負

担
と
し
て
、
75
歳
以
上
の
人
の
自
己
負
担
割
合
を
段

階
的
に
２
割
に
し
て
い
く
べ
き
だ
と
考
え
ま
す
。

現
在
の
健
康
保
険
制
度
は
貴
重
な
保
険
料
や
税
金

な
ど
、
国
民
が
負
担
す
る
多
額
の
費
用
を
投
じ
る
こ

と
で
支
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
窓
口
で
の
支
払
い
な
ど

目
に
見
え
る
負
担
に
注
目
し
が
ち
で
す
が
、
医
療
費

に
は
目
に
見
え
な
い
形
で
負
担
し
て
い
る
費
用
が
た

く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

負
担
増
と
な
る
制
度
の
見
直
し
が
行
わ
れ
る
の
は

嫌
な
も
の
で
す
。
し
か
し
、
今
問
わ
れ
て
い
る
の
は

「
国
民
皆
保
険
を
み
ん
な
で
守
る
」
と
い
う
覚
悟
で

す
。
一
人
一
人
が
健
康
保
険
の
制
度
を
支
え
る
担
い

手
で
あ
る
こ
と
を
忘
れ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

２
０
２
５
年
に
向
け
て
問
わ
れ
る

国
民
皆
保
険
を
守
る
覚
悟
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総額57.8兆円

総額48.8兆円
総額42.3兆円

後期高齢者医療費は1.7倍
高齢者医療費は1.5倍に

15.2兆円

8.3兆円

18.9兆円

19.1兆円

9.4兆円

20.2兆円

25.4兆円

9.3兆円

23.1兆円

47.6万円 55.6万円 65.7万円
2015年度 2020年度 2025年度

被保険者
1人当たりの
年間保険料

（兆円）

0～64歳 65～74歳（前期高齢者） 75歳以上（後期高齢者）

税金を引き上げて
国や地方自治体の
負担金を増やす方
が良い（25.0％）分からない

（34.0％）

その他
（5.6％）

保険料を
引き上げる
方が良い
（8.5％）

税金も保険料も増やさずに
医療機関等にかかったときの
患者の支払いを増やす方が良い（27.0％）

医療費を
賄う方法

（アンケート調査から）
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医療費の増加が続いていますが、2025年はどのようになっているのでしょうか。増加
する医療費をどのように支えていくかが問われています。

２０２５年の医療費

健保連の推計では、国内の医療費
の総額となる国民医療費は、2025
年には2015年の約1.4倍の57.8兆円
になるとされています。特に増加が
著しいのが75歳以上の後期高齢者
の医療費です。医療費の増加に伴い
保険料率の引き上げが必要となり、
健保組合の被保険者１人当たりの年
間保険料も約18万円増加します。
全国の健保組合のうち、保険料率
が協会けんぽを上回る380組合（全
体の27％）では、解散を検討せざ
るを得ない状況となると見られてい
ます。

2025年度の国民医療費は約58兆円に

増加する医療費を賄う方法について
尋ねたアンケート調査の結果によれ
ば、「医療機関等にかかったときの患者
の支払いを増やす」や「税金を引き上
げて国・地方自治体の負担金を増やす」
と答える人が多く、「保険料を引き上げ
る」と答えた人は少なくなっています。
自己負担・税金・保険料のどれを選
ぶにしても負担するのは国民自身で
す。負担増を最小限にとどめるために
も、これまで以上の医療費適正化の努
力に加えて、保険給付の範囲の見直し
などの医療費抑制策が必要になると見
られています。

増加する医療費をどう賄うか

（健康保険組合連合会「医療・医療保険制度に関する国民意識調査」より）

（健康保険組合連合会「2025年度に向けた国民医療費等の推計」より）

国民医療費と保険料負担の推計

健
康
保
険
組
合
連
合
会
は
「
２
０
２
５
年
度
に
向

け
た
国
民
医
療
費
等
の
推
計
」
を
発
表
し
ま
し
た
。

推
計
に
よ
れ
ば
、
国
民
医
療
費
は
高
齢
者
の
医
療
費

の
増
加
で
２
０
２
５
年
度
に
は
２
０
１
５
年
度
の

１
・
４
倍
の
57
・
８
兆
円
に
上
る
と
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
結
果
、
高
齢
者
医
療
へ
の
納
付
金
の
増
加

か
ら
保
険
料
率
を
引
き
上
げ
る
健
保
組
合
が
続
出

し
、
協
会
け
ん
ぽ
を
上
回
る
保
険
料
率
と
な
る
３
８

０
組
合
（
全
体
の
４
分
の
１
）
が
解
散
を
検
討
せ
ざ

る
を
得
な
く
な
る
と
し
て
い
ま
す
。

日
本
の
健
康
保
険
制
度
は
世
界
で
最
も
優
れ
た
制

度
と
い
わ
れ
ま
す
。
誰
で
も
い
つ
で
も
ど
こ
で
も
医

療
を
安
心
し
て
受
け
ら
れ
る
仕
組
み
と
し
て
、
世
界

で
も
有
数
の
長
寿
国
の
実
現
を
支
え
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
医
療
費
の
増
加
で
制
度
を
支
え
る
現
役
世

代
の
負
担
は
非
常
に
重
く
な
り
、
こ
の
ま
ま
で
は
国

民
皆
保
険
を
持
続
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
る
と

言
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
の
よ
う
な
状
況
下
で
早
急
に
考
え
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
の
は
、「
医
療
費
の
増
加
を
ど
の
よ
う
に
抑

制
す
る
か
」「
高
齢
者
の
医
療
費
の
負
担
を
誰
が
ど

う
支
え
る
か
」
の
２
点
で
す
。

で
き
る
だ
け
医
療
の
質
を
落
と
さ
ず
に
医
療
費
の

増
加
を
抑
制
す
る
た
め
に
は
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
無

駄
の
な
い
医
療
と
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
例
え
ば

健
康
保
険
が
使
え
る
医
療
の
範
囲
を
狭
め
る
方
向
で

保
険
給
付
を
見
直
す
、
薬
の
重
複
投
与
・
飲
み
残
し

を
減
ら
す
薬
局
で
の
服
薬
指
導
を
義
務
付
け
る
、
特

別
な
理
由
が
な
い
場
合
は
原
則
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬

品
を
使
用
す
る
な
ど
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
ど
れ
も
ま

だ
実
施
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
患
者
に
と
っ
て
負
担

に
な
る
こ
と
で
も
、
医
療
費
を
抑
制
し
て
制
度
全
体

を
支
え
る
た
め
に
必
要
な
も
の
で
あ
れ
ば
、
先
送
り

す
る
こ
と
な
く
実
施
す
べ
き
で
す
。

高
齢
者
医
療
費
の
負
担
構
造
に
つ
い
て
は
、〝
高

齢
者
＝
支
え
ら
れ
る
側
〞
と
い
う
意
識
を
変
え
、
健

康
で
働
く
意
欲
の
あ
る
人
に
は
積
極
的
に
制
度
を
支

え
る
側
に
加
わ
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
重
要
で
す
。
高

齢
に
な
っ
て
も
働
け
る
こ
と
は
、
単
に
働
き
手
を
増

や
す
と
い
う
意
味
だ
け
で
な
く
、
高
齢
に
な
っ
て
も

社
会
と
の
関
係
を
維
持
し
て
生
き
が
い
を
持
っ
て
暮

ら
せ
る
「
生
涯
現
役
社
会
」
に
つ
な
が
り
ま
す
。
年

齢
に
か
か
わ
ら
ず
制
度
を
支
え
る
た
め
の
応
分
の
負

担
と
し
て
、
75
歳
以
上
の
人
の
自
己
負
担
割
合
を
段

階
的
に
２
割
に
し
て
い
く
べ
き
だ
と
考
え
ま
す
。

現
在
の
健
康
保
険
制
度
は
貴
重
な
保
険
料
や
税
金

な
ど
、
国
民
が
負
担
す
る
多
額
の
費
用
を
投
じ
る
こ

と
で
支
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
窓
口
で
の
支
払
い
な
ど

目
に
見
え
る
負
担
に
注
目
し
が
ち
で
す
が
、
医
療
費

に
は
目
に
見
え
な
い
形
で
負
担
し
て
い
る
費
用
が
た

く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

負
担
増
と
な
る
制
度
の
見
直
し
が
行
わ
れ
る
の
は

嫌
な
も
の
で
す
。
し
か
し
、
今
問
わ
れ
て
い
る
の
は

「
国
民
皆
保
険
を
み
ん
な
で
守
る
」
と
い
う
覚
悟
で

す
。
一
人
一
人
が
健
康
保
険
の
制
度
を
支
え
る
担
い

手
で
あ
る
こ
と
を
忘
れ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

２
０
２
５
年
に
向
け
て
問
わ
れ
る

国
民
皆
保
険
を
守
る
覚
悟
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総額57.8兆円

総額48.8兆円
総額42.3兆円

後期高齢者医療費は1.7倍
高齢者医療費は1.5倍に

15.2兆円

8.3兆円

18.9兆円

19.1兆円

9.4兆円

20.2兆円

25.4兆円

9.3兆円

23.1兆円

47.6万円 55.6万円 65.7万円
2015年度 2020年度 2025年度

被保険者
1人当たりの
年間保険料

（兆円）

0～64歳 65～74歳（前期高齢者） 75歳以上（後期高齢者）

税金を引き上げて
国や地方自治体の
負担金を増やす方
が良い（25.0％）分からない

（34.0％）

その他
（5.6％）

保険料を
引き上げる
方が良い
（8.5％）

税金も保険料も増やさずに
医療機関等にかかったときの
患者の支払いを増やす方が良い（27.0％）

医療費を
賄う方法

（アンケート調査から）
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個人情報の利用
健康保険の事務ではさまざまな個人情報を使用します。

健保組合では個人情報保護法や利用のためのガイドライン等に従い、
個人情報を大切に取り扱っています。

※退職後の任意継続被保険者の場合は、直接健保組合へ個人情報を提示します。

「黙示による同意」で
第三者提供を行うことがあります

個人情報を第三者に提供する際は本
人の同意を得るのが原則です。
ただし、健康保険の業務で通常必要
な範囲で皆さまの利益となる場合など
では、あらかじめ利用目的や範囲を公
表しておき、明確な反対の意思が示さ
れない場合には同意が得られていると
して扱うことができます。これを「黙
示による同意」といいます。
もちろん、どのような個人情報でも
黙示による同意で提供できるわけでは
ありません。提供することで不当な差
別や不利益が生じる可能性がある病歴
などの要配慮個人情報は、書面や口頭
などによる本人の同意なしで第三者に
提供することは禁止されています。

「黙示による同意」

提供不可
❶病歴や治療内容
❷犯罪被害の事実
❸申請書に記載された障害の内容

など

❶高額療養費など給付の実施
❷マイナンバーの利用事務
❸医療機関への健診の委託
❹レセプトの審査や点検の委託

提供可

など

個
人
情
報
保
護
法
で
は
、
生
存
す
る

個
人
を
特
定
で
き
る
情
報
を
個
人
情
報

と
定
義
し
て
い
ま
す
。
氏
名
・
生
年
月

日
、
顔
写
真
だ
け
で
な
く
、
身
体
の
状

態
、
財
産
、
職
種
、
所
属
な
ど
も
個
人

情
報
に
当
た
り
ま
す
。

健
康
保
険
の
事
務
で
は
、
保
険
証
の

発
行
、
保
険
料
の
徴
収
、
医
療
費
の
支

払
い
、
保
健
事
業
の
実
施
な
ど
、
あ
ら

ゆ
る
場
面
で
個
人
情
報
が
欠
か
せ
ま
せ

ん
。
健
康
保
険
で
使
用
す
る
個
人
情
報

は
収
入
や
家
族
構
成
、
病
歴
、
健
診
の

結
果
な
ど
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
関
わ
る

情
報
が
大
多
数
を
占
め
て
い
る
た
め
、

健
保
組
合
で
は
法
律
や
厚
生
労
働
省
の

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
な
ど
に
従
っ
て
、
個
人

情
報
を
利
用
す
る
際
は
大
切
に
取
り

扱
っ
て
い
ま
す
。

健
保
組
合
に
は
保
有
す
る
個
人
情
報

の
内
容
と
利
用
目
的
・
範
囲
を
明
確
に

し
て
、
そ
れ
を
公
開
す
る
こ
と
が
義
務

付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

２
０
１
7
年
に

全
面
施
行
さ
れ
た

改
正
個
人
情
報
保

護
法
で
は
、
人
種

や
信
条
、
病
歴
な
ど
特
に
取
り
扱
い
に

注
意
が
必
要
な
個
人
情
報
を
「
要
配
慮

個
人
情
報
」
と
定
義
し
、
よ
り
厳
格
な

取
り
扱
い
を
義
務
付
け
て
い
ま
す
。
要

配
慮
個
人
情
報
の
取
得
や
提
供
を
本
人

の
同
意
な
し
で
行
う
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
。
例
え
ば
勤
務
先
が
健
保
組
合
か
ら

個
人
の
健
康
情
報
の
提
供
を
受
け
た
い

場
合
、
こ
れ
ま
で
も
本
人
の
同
意
が
必

要
で
し
た
が
、
改
め
て
法
律
で
明
確
化

さ
れ
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

一
方
で
、
事
業
所
の
健
診
を
健
保
組

合
と
共
同
で
実
施
す
る
場
合
な
ど
で

は
、
個
人
情
報
の
共
同
利
用
と
し
て
、

健
保
組
合
と
事
業
所
で
健
診
や
保
健
指

導
の
結
果
が
共
有
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
こ
の
場
合
、
健
保
組
合
は
あ
ら

か
じ
め
共
同
利
用
で
あ
る
こ
と
、
利
用

の
範
囲
・
項
目
な
ど
を
公
表
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

健
保
組
合
と
会
社
が
連
携
し
て
従
業

員
の
健
康
を
守
る
「
コ
ラ
ボ
ヘ
ル
ス
」

の
た
め
に
は
、
個
人
情
報
の
共
同
利
用

は
な
く
て
は
な
ら
な
い
も
の
で
す
。
よ

り
効
果
的
に
健
康
増
進
の
た
め
の
事
業

を
行
う
た
め
に
、
個
人
情
報
を
守
り
な

が
ら
有
効
に
活
用
す
る
仕
組
み
に
な
っ

て
い
ま
す
。

健
康
保
険
の
事
務
に
は

個
人
情
報
が
欠
か
せ
な
い

個
人
情
報
の
共
同
利
用
で

コ
ラ
ボ
ヘ
ル
ス
を
行
う

健
保
と
勤
務
先
は
別
の
法
人

同
意
な
し
で
は
提
供
さ
れ
な
い

健保組合が知り得る個人情報につ
いて、本人の同意なしに第三者へ提
供することは厳格に制限されていま
す。健保組合と勤務先の事業所は別
の法人ですから、例えば「医療機関
の受診状況が勝手に勤務先に伝えら
れている」ということはありません。

個人情報を
勤務先に提示

従業員等の個人情報を
健保組合へ提出

健康保険で受診

保
険
証
の
情
報
を

基
に
医
療
費
を
請
求

保険料の計算、
医療費の支払い
など、個人情報
を利用して事務
を行います。

勤務先を通じて
健保組合に個人
情報を提示し、
保険証の交付を
受けます。

保険証の提示を受け、
治療内容から診療報
酬明細書を作成して
健保組合に医療費を
請求します。

医療機関を受診した場合の
個人情報の流れ

健保組合 医療機関

同意なしでは
情報提供されない

勤務先
（事業主）

被保険者
（被扶養者）
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。
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名
山
は
古
来
よ
り
山
岳
信
仰

を
受
け
、
修
験
者
の
修
行
の

山
と
な
っ
て
い
た
。
山
の
標

高
は
１
４
４
９
ｍ
で
、
そ
の
１
１
０
０

ｍ
付
近
の
場
所
に
は
噴
火
で
で
き
た
カ

ル
デ
ラ
湖
の
「
榛
名
湖
」
が
あ
る
。
冬

の
時
期
に
は
湖
面
が
氷
に
覆
わ
れ
る
た

め
、
そ
の
氷
に
穴
を
開
け
ワ
カ
サ
ギ
釣

り
を
楽
し
む
姿
が
風
物
詩
と
な
っ
て
い

る
が
、
こ
こ
数
年
は
氷
が
薄
く
、
実
施

が
難
し
い
そ
う
だ
。
そ
れ
で
も
、
雪
道

か
ら
そ
の
ま
ま
続
く
よ
う
に
広
が
る
湖

面
は
、
人
を
い
ざ
な
い
立
ち
止
ま
ら
せ

る
。

　
湖
の
脇
に
は
、
富
士
山
の
よ
う
に
均

整
の
と
れ
た
「
榛
名
富
士
」
が
そ
び
え

立
っ
て
お
り
、
周
囲
に
は
複
数
の
ト
レ

ッ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
が
設
置
さ
れ
て
い
る

た
め
、
観
光
客
に
交
ざ
り
登
山
姿
で
歩

い
て
い
る
人
も
多
い
。
早
速
コ
ー
ス
の

一
つ
、
榛
名
富
士
を
正
面
に
構
え
る

「
硯す

ず
り
い
わ岩
」
に
照
準
を
絞
っ
て
ト
レ
ッ
キ

ン
グ
を
試
み
た
が
、
さ
す
が
冬
。
足
元

の
道
は
雪
で
覆
わ
れ
て
お
り
、
固
い
深

雪
を
ざ
っ
く
ざ
っ
く
と
割
り
踏
み
し
め

な
が
ら
頂
上
を
目
指
し
て
い
く
状
態

だ
。
上
に
行
け
ば
い
く
ほ
ど
斜
面
は
急

に
な
り
、
道
は
ア
イ
ス
バ
ー
ン
と
化
し

て
い
る
た
め
細
心
の
注
意
が
必
要
だ

が
、
頂
上
へ
着
け
ば
榛
名
富
士
と
湖
の

雄
大
な
コ
ン
ビ
ネ
ー
シ
ョ
ン
が
楽
し
め

る
。
な
お
、
榛
名
富
士
の
本
体
に
登
り

た
い
場
合
に
は
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
が
あ
る

の
で
、
そ
ち
ら
は
安
全
、
手
軽
に
景
色

を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

　
榛
名
富
士
を
満
喫
し
た
後
は
、
い
よ

い
よ
信
仰
の
中
心
と
な
る
「
榛
名
神

社
」。
本
殿
ま
で
は
、
距
離
は
あ
る
も

の
の
、
道
の
周
囲
を
木
々
や
苔こ

け

む
し
た

岩
が
囲
み
、
力
強
く
も
穏
や
か
な
雰
囲

気
で
私
た
ち
を
出
迎
え
て
く
れ
る
。
先

ほ
ど
の
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
で
体
力
を
消
耗

し
て
い
る
は
ず
な
の
に
、
一
歩
一
歩
進

む
た
び
に
体
に
力
が
わ
い
て
く
る
よ
う

な
気
が
し
た
。

本殿をはじめ数々の建造物が国の重要文化財に指定されている榛名神社。参道では、随所に
七福神が出迎えてくれる。ご神水に浸すと文字が浮かび上がる御神水おみくじも人気だ。

高さ41.8m、地上約9階に相当する「百衣大観音」は、
市内からもその姿を確認することができる。胎内拝
観で中に入ると、肩付近まで登る間に極彩色の20
体の仏像が安置されている。

高崎名物、縁起だるまの発祥の地「少林山達磨寺」。
その本堂には、納められただるまたちが幾重にも積
み重ねられている。本堂隣の達磨堂に展示されてい
る全国各地のだるまもなかなかの見応え。

「洞窟観音」はツルハ
シと人力だけで掘削
し、50年の歳月をかけ
て作られた。洞窟の中
には、往生楽土をイメ
ージして33体の観音
像がぼんやりと照らさ
れ、非日常の空間が広
がっている。

榛名湖の周辺ではワカ
サギのフライを味わう
ことができる。その甘
くてふっくらとした身
は格別の味わいだ。

榛名山ロープウェイは
頂上へ一気に向かい、
わずか3分ほどで到着
する。展望デッキから
は、運がよければ本物
の富士山を眺められる
ことも。

榛

私
た
ち
を

出
迎
え
る

場
と
し
て

信
仰
と
修
行
の

榛は
る

名な

山

【
群
馬
県・高
崎
市
】
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健
康
診
断
受
診
状
況
報
告

　
当
建
築
健
康
保
険
組
合
で
は
、
加
入
者
皆
様
の
健
康
管
理
・

増
進
に
お
役
立
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
当
組
合
健
康
管
理
セ

ン
タ
ー
並
び
に
全
国
55
ヵ
所
の
健
診
機
関
と
委
託
契
約
し
、

被
保
険
者
及
び
35
歳
以
上
の
被
扶
養
者
に
各
種
健
康
診
断
を

実
施
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
他
の
健
診
機
関
で
受
診
さ
れ
た

場
合
は
、
所
定
の
申
請
書
を
ご
提
出
い
た
だ
く
こ
と
で
、
補

助
金
の
交
付
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
40
歳
以
上
の
加
入
者
を
対
象
に
「
特
定
健
康
診

査
」・「
特
定
保
健
指
導
」
も
実
施
し
て
い
ま
す
。

　全
加
入
者
の
受
診
状
況

　
被
保
険
者
１
０
，９
０
７
名
に
対
し
、
受
診
者
数
は
各
種
健

診
合
わ
せ
て
１
０
，１
４
７
名
で
、
受
診
率
は
93
・
０
％
で
し

た
。

　
一
方
、被
扶
養
者
（
35
歳
以
上
）
は
、４
，０
４
３
名
に
対
し
、

受
診
者
１
，０
５
４
名
で
、
受
診
率
は
26
・
１
％
と
、
徐
々
に

増
加
傾
向
に
あ
る
も
の
の
、
未
だ
75
％
近
く
の
方
が
未
受
診

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　特
定
健
康
診
査

　
40
歳
以
上
を
対
象
に
実
施
し
て
い
る
特
定
健
康
診
査
は
、

被
保
険
者
及
び
被
扶
養
者
合
わ
せ
て
、
対
象
者
１
０
，５
７
５

名
の
う
ち
７
，３
１
９
名
が
受
診
さ
れ
ま
し
た
。
受
診
率
は

69
・
２
％
と
当
組
合
が
平
成
28
年
度
の
目
標
と
し
た
82
・
０
％

に
は
至
ら
な
い
結
果
と
な
り
ま
し
た
。
内
訳
は
、
被
保
険
者

が
受
診
率
89
・
８
％
、
被
扶
養
者
は
25
・
９
％
で
し
た
。

　特
定
保
健
指
導

　
特
定
健
診
の
結
果
、
治
療
を
始
め
る
前
に
ま
ず
生
活
習
慣

の
改
善
が
必
要
と
判
定
さ
れ
た
方
へ
、
医
師
や
保
健
師
等
に

よ
る
特
定
保
健
指
導
を
ご
案
内
し
て
い
ま
す
。

　
積
極
的
支
援
・
動
機
付
け
支
援
と
判
定
さ
れ
た
方
は
、
合

わ
せ
て
１
，７
１
６
名
で
、
１
５
４
名
が
利
用
さ
れ
、
実
施
率

は
９
・
０
％
で
し
た
。
こ
ち
ら
も
特
定
健
診
同
様
に
当
組
合

が
目
標
と
す
る
25
・
０
％
に
は
至
ら
な
い
結
果
と
な
り
ま
し

た
。 

（
表
①
参
照
）

　婦
人
科
検
診

　
子
宮
が
ん
検
診
及
び
乳
が
ん
検
診
に
つ
い
て
、
全
額
自
費

で
受
診
さ
れ
た
方
を
対
象
に
補
助
金
を
交
付
し
ま
し
た
。
交

付
件
数
は
子
宮
が
ん
検
診
２
８
９
件
、
乳
が
ん
検
診
６
３
６

件
と
な
り
ま
し
た
。

　当
組
合
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
の
ま
と
め

　
一
次
健
診
受
診
者
は
３
，７
８
２
名
で
、
１
，１
６
２
名
の

方
が
有
所
見
者
（
要
精
密
検
査
ま
た
は
要
治
療
）
と
診
断
さ

れ
ま
し
た
（
表
②
参
照
）。
そ
の
う
ち
、
生
活
習
慣
病
と
さ
れ

る
「
血
圧
」「
脂
質
」「
血
糖
」
の
３
項
目
の
異
常
値
が
圧
倒

的
に
多
く
、
全
有
所
見
者
の
約
75
％
を
占
め
ま
し
た
。（
グ
ラ

フ
①
参
照
）

　
ま
た
、当
セ
ン
タ
ー
で
実
施
し
た
精
密
検
査
（
再
検
査
）
は
、

６
４
０
名
に
案
内
し
５
５
７
名
の
方
が
受
診
さ
れ
ま
し
た
。

受
診
率
は
87
％
で
す
。

　精
密
検
査
や
治
療
が
必
要
と

　
　
　
　診
断
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
か
？

　
自
覚
症
状
が
な
い
か
ら
と
放
っ
て
お
く
と
、
い
つ
の
間
に

か
悪
化
し
、
重
篤
な
状
態
と
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

が
ん
検
診
等
で
は
、
早
期
に
発
見
し
治
療
を
始
め
る
こ
と
で

完
治
率
は
グ
ン
と
ア
ッ
プ
し
ま
す
。

　
当
組
合
で
は
デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
計
画
の
一
環
と
し
て
、
重
症

化
予
防
対
策
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
特
に
生
活
習
慣
病
健

診
（
人
間
ド
ッ
ク
含
む
）
の
項
目
に
、
要
精
密
・
要
治
療
と

判
定
さ
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、医
療
機
関
未
受
診
者
に
リ
ー

フ
レ
ッ
ト
等
を
お
送
り
し
て
い
ま
す
。

　
ぜ
ひ
毎
年
健
診
を
受
診
し
、
生
活
習
慣
の
見
直
し
や
早
目

の
医
療
機
関
受
診
等
、
ご
自
身
の
健
康
管
理
に
お
役
立
て
く

だ
さ
い
。

　受
診
さ
れ
て
い
な
い
方
も

　
　
　
　ま
だ
間
に
合
い
ま
す
！

　
今
年
度
の
健
診
案
内
は
、
事
業
所
ま
た
は
被
扶
養
者
（
35

歳
以
上
）
の
ご
自
宅
へ
送
付
し
て
い
ま
す
が
、
お
手
元
に
な

い
場
合
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
当
組
合
へ

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。（
℡
０
６

－

６
９
４
２

－

３
６
２
２
）

〈表①〉各種健診実施状況
健診コース等 対象者数（名） 受診者数（名） 受診率（％）種　別

一般健診Ａ
一般健診Ｂ
入社時健診

生活習慣病健診
人間ドック健診
生活習慣病健診
人間ドック健診

特定健康診査（40歳以上）
全体

（被保険者）
（被扶養者）

全体
（積極的支援）
（動機付け支援）

1,595
1,539
420
5,553
1,040
402
193
459
7,319
6,437
882
154
88
66

被保険者

被扶養者
（３５歳以上）

10,907

10,575
7,170
3,405
1,716
1,031
685

4,043

93.0

69.2
89.8
25.9
9.0
8.5
9.6

26.1

特定健康診査
（４０歳以上）
〔再掲〕

特定保健指導

当組合ではインフルエンザ予防接種を受けられた方に対して一部補助を実施いたしております。

※ 詳細につきましては、当組合ホームページまたは事業部までお問い合わせください。

対象者 当組合の被保険者・被扶養者（市町村の助成等、他法から補助を受けた場合は対象外）
実施期間 平成29年10月1日～平成30年1月31日
補助額 一人につき1,500円（年度1回、費用が1,500円以下の場合は実費を補助）

請求期限 平成30年2月28日

請求方法 下記①～③の書類をなるべく事業所一括で提出してください。
　①インフルエンザ予防接種補助金請求書
　②インフルエンザ予防接種者名簿（番号・氏名・実施日・委任印）
　③領収書の写し（接種者の氏名がわかるもの）

〈表②〉総合判定別人数

A（
正
常
）

B（
ほ
ぼ
正
常
）

C（
要
観
察
）

D（
要
精
密
検
査
）

E（
要
治
療
）

〈グラフ①〉
有所見のうち生活習慣病に関する項目の割合

427 450

121

1,743

1,041

血圧
23.0％その他の項目

25.6％

血圧
＋
脂質
12.7％

血圧
＋
脂質
＋
血糖
6.9％

血圧＋血糖
4.3％

脂質＋血糖
4.7％

脂質
18.1％

血糖
4.7％

インフルエンザ予防接種一部補助のご案内
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で
、
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は
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と
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に
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に
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る
も
の
の
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だ
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く
の
方
が
未
受
診

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　特
定
健
康
診
査

　
40
歳
以
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を
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は
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合
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28
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度
の
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に
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者
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・
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、
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者
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で
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の
結
果
、
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を
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に
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ず
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の
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が
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と
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、
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け
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で
、
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５
４
名
が
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、
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。
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も
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同
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に
当
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に
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で
、
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方
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者
（
要
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、
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の
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ま
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、当
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で
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（
再
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に
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し
５
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。
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と
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す
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ま
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、
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で
は
、
早
期
に
発
見
し
治
療
を
始
め
る
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と
で
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と
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し
ま
す
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当
組
合
で
は
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タ
ヘ
ル
ス
計
画
の
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と
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、
重
症

化
予
防
対
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す
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に
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病
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未
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す
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、
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し
や
早
目
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関
受
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等
、
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自
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の
健
康
管
理
に
お
役
立
て
く

だ
さ
い
。

　受
診
さ
れ
て
い
な
い
方
も

　
　
　
　ま
だ
間
に
合
い
ま
す
！

　
今
年
度
の
健
診
案
内
は
、
事
業
所
ま
た
は
被
扶
養
者
（
35

歳
以
上
）
の
ご
自
宅
へ
送
付
し
て
い
ま
す
が
、
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手
元
に
な

い
場
合
は
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を
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た
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か
当
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へ

ご
連
絡
く
だ
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〈表①〉各種健診実施状況
健診コース等 対象者数（名） 受診者数（名） 受診率（％）種　別

一般健診Ａ
一般健診Ｂ
入社時健診

生活習慣病健診
人間ドック健診
生活習慣病健診
人間ドック健診

特定健康診査（40歳以上）
全体

（被保険者）
（被扶養者）

全体
（積極的支援）
（動機付け支援）

1,595
1,539
420
5,553
1,040
402
193
459
7,319
6,437
882
154
88
66

被保険者

被扶養者
（３５歳以上）

10,907

10,575
7,170
3,405
1,716
1,031
685

4,043

93.0

69.2
89.8
25.9
9.0
8.5
9.6

26.1

特定健康診査
（４０歳以上）
〔再掲〕

特定保健指導

当組合ではインフルエンザ予防接種を受けられた方に対して一部補助を実施いたしております。

※ 詳細につきましては、当組合ホームページまたは事業部までお問い合わせください。

対象者 当組合の被保険者・被扶養者（市町村の助成等、他法から補助を受けた場合は対象外）
実施期間 平成29年10月1日～平成30年1月31日
補助額 一人につき1,500円（年度1回、費用が1,500円以下の場合は実費を補助）

請求期限 平成30年2月28日

請求方法 下記①～③の書類をなるべく事業所一括で提出してください。
　①インフルエンザ予防接種補助金請求書
　②インフルエンザ予防接種者名簿（番号・氏名・実施日・委任印）
　③領収書の写し（接種者の氏名がわかるもの）

〈表②〉総合判定別人数

A（
正
常
）

B（
ほ
ぼ
正
常
）

C（
要
観
察
）

D（
要
精
密
検
査
）

E（
要
治
療
）

〈グラフ①〉
有所見のうち生活習慣病に関する項目の割合
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医療費控除
支払った医療費が高額であった場合は、
確定申告をすることで一定の金額の所得控除を
受けることができます。

「治療」に関する費用は医療費控除ができる
　医療費控除とは、その年の１月１日～12月31日までの間に支
払った医療費が10万円を超えた場合に、超えた額を確定申告
することで、最高２００万円まで所得控除を受けられる制度です。
これは申告した金額がそのまま返ってくるわけではなく、控除を受
けることで所得が減るため、払い過ぎていた所得税が還付され
たり、翌年の住民税が減額されるというものです。
　医療費は本人の分だけでなく、共働きなどにかかわらず生計
が一緒の配偶者や親族の医療費も合算して申告することができ
ます。

平成29年分からは確定申告で領収書不要に
　これまで、医療費控除を受ける場合には確定申告書と併せて
医療費の支出を証明する領収書（レシート）を添付する必要が
ありました。しかし、平成29年分の確定申告からは、領収書の代
わりに申告者本人が様式に沿って作成した「医療費控除の明
細書」、もしくは健康保険組合等の発行する医療費通知の原本
を添付して申告することとなります。
　その際、領収書は提出せずに済みますが、税務署から提示を

求められたときのために手元に５年間は保管しておく必要があり
ます。医療費通知を利用する場合は領収書の保管は不要です
が、交通費など医療費通知に記載されないものや健康保険の
請求事務の都合で医療費通知に反映されていない分は明細
書を作成し、領収書を保管しておく必要があります。
　なお、平成31年分までは経過措置として従来の領収書の添
付による申告も受け付けてもらえます。

■医療費控除の計算イメージ
〈 実際に支払った医療費 〉

10万円

申告できない

●民間の医療保険から
受け取る給付

●高額療養費や出産育児一時金で
受け取った給付金などは除く

申告した金額を
所得から差し引いて
税金を計算。
所得税などの
税負担を軽くする
ことができる

医療費控除として
申告できる額

健康保険

「被扶養者資格確認届」ご提出のお願いについて
　被扶養者の資格確認は、厚生労働省通知により、被扶養者の
認定状況の確認を毎年実施することとされております。今年度
は、平成29年11月1日にご案内をさせていただきました。お手元に
「被扶養者確認届」が届いていると思われますので、裏面の注意
事項等をよくご覧頂き、必要に応じて添付書類を添えて事業所の
指定された期日までに提出いただきますようお願いします。

　平成29年12月20日が「被扶養者確認届」の提出期日でした
のでまだお手元にお持ちの方は至急ご提出お願いします。
　その他不明な点がございましたら、業務課（℡06-6942-3623）
までご連絡ください。
　なお、すでにお届けを当組合にご返送いただいた皆様方に
つきましては、ご協力誠にありがとうございました。

任意継続被保険者の皆様へ

　保険給付適正化の観点から、現在被扶養者として
認定している方の資格再確認を行います。
　被扶養者の人数は、75歳以上の後期高齢者医療
制度への支援金や、65歳以上の前期高齢者の医療
費調整における納付金の額を算出する基礎数値とな
る非常に重要な数字で、組合財政にも大きな影響を
与える数字です。平成29年度の支援金および納付
金は約22億87百万円（保険料収入の37％超）にも
なっており、健保組合から国に拠出しています。
　被保険者の一人当たりの拠出金額は、20万
7,091円にも達しており、被扶養者の適正な認定に
皆様方のご協力の程よろしくお願いします。

被扶養者を再確認


